
火
の
用
心

決
意
新
た
に…

「
災
害
ゼ
ロ
の
ま
ち
」
を
目
指
し
て

滋
賀
県
消
防
協
会
日
野
支
部
出
初
式

滋
賀
県
消
防
協
会
長
表
彰

☆

自
治
体
消
防
70
周
年
記
念
協
会

長
表
彰

　

団　

長　
　

谷
口　
　

登

　

副
団
長　
　

奥
平　

英
雄

☆
勤
功
章
（
13
年
）

　

団　

員　
　

三
　
　

修

　

団　

員　
　

山
口　
　

学

☆
勤
続
章
（
10
年
）

　

分
団
長　
　

清
水　

雅
司

　

副
分
団
長　

杉
村　

正
明

　

団　

員　
　

村
島　

貴
平

　

団　

員　
　

瀬
川　

一
幸

☆
消
防
団
活
性
化
対
策
精
励
表
彰

○
金
章

　

班　

長　
　

奥
村　

昌
博

○
銀
章

　

班　

長　
　

奥
村　
　

勝

　

班　

長　
　

東　
　

武
司

　

団　

員　
　

井
上　

知
彦

○
銅
章

　

団　

員　
　

相
坂　

創
志

　

団　

員　
　

岡　
　

秀
哉

　

団　

員　
　

古
澤　
　

修

　

団　

員　
　

岡　
　

佑
樹

　

団　

員　
　

本
道　

信
行

　

団　

員　
　

塚
本　

栄
一

　

団　

員　
　

小
森　

紀
明

　

団　

員　
　

岡
田　

和
裕

　

団　

員　
　

中
西　

清
嗣

　

団　

員　
　

吉
村
慎
太
郎

　

団　

員　
　

栗
田　
　

聡

　

団　

員　
　

川
東　

太
郎

　

団　

員　
　

新
海　

清
隆

滋
賀
県
消
防
協
会

　
　

日
野
支
部
長
表
彰

☆
勤
功
表
彰
（
８
年
勤
続
）

　

班　

長　
　

牧
野　

和
也

　

班　

長　
　

奥
村　
　

勝

　

班　

長　
　

中
西　
　

篤

　

班　

長　
　

山
　

庄
平

　

団　

員　
　

羽
尻　

将
門

　

団　

員　
　

松
尾　

憲
一

　

団　

員　
　

岡
﨑　

文
和

　

団　

員　
　

奥
野　

弘
幸

　

団　

員　
　

﨑　

雅
士

　

団　

員　
　

上
床　

正
臣

　

団　

員　
　

岡　
　

勇
人

　

団　

員　
　

岡
本　

卓
也

　

団　

員　
　

山
口　

卓
也

　

団　

員　
　

山
口　

光
弘

☆
特
別
感
謝
状

　

日
野
町
消
防
団　

第
３
分
団

日
野
町
長
・

　

日
野
町
消
防
団
長
表
彰

☆
功
労
章

　

分
団
長　
　

清
水　

雅
司

退
職
者
感
謝
状
贈
呈

○
15
年
か
ら
30
年
勤
続
感
謝
状

　

元
班
長　
　

加
藤　

泰
三

○
５
年
以
上
勤
続
感
謝
状

　
元
副
分
団
長　
　

岸
田　

善
英

　

元
班
長　
　

加
納　

由
裕

　

元
班
長　
　

前
澤　

征
希

　

元
班
長　
　

北
尾　

正
典

　

元
班
長　
　

中
沢　

正
嗣

　

元
団
員　
　

佐
野　

光
男

　

元
団
員　
　

中
野　

雅
人

　

元
団
員　
　

西
川　

達
広

　

元
団
員　
　

澤
村　

久
人

　

元
団
員　
　

谷
田　

一
樹

　

元
団
員　
　

德
井　

和
昌

　

元
団
員　
　

北
岡　

芳
和

　

元
団
員　
　

鈴
木　

浩
之

　

元
団
員　
　

髙
木　

茂
和

　

元
団
員　
　

瀬
川　

佳
伸

　

元
団
員　
　

中
澤　
　

毅

　

元
団
員　
　

村
地　

拓
哉

　

元
団
員　
　

吉
澤　

範
文

日
野
町
長
表
彰（
５
年
勤
続
）

　

班　

長　
　

髙
木　

大
輔

　

団　

員　
　

松
元　
　

公

　

団　

員　
　

大
谷　

順
也

　

団　

員　
　

北
浦　

吉
隆

　

団　

員　
　

長
澤　

観
我

　

団　

員　
　

岡
村　

忠
英

　

団　

員　
　

岡　
　

佑
樹

　

団　

員　
　

井
上　

知
彦

　

団　

員　
　

本
道　

信
行

　

団　

員　
　

石
原　
　

修

　

団　

員　
　

山
沢　

秀
和

　

団　

員　
　

清
谷　

宗
幸

　

団　

員　
　

吉
村
慎
太
郎

　

団　

員　
　

山
本　

篤
史

　

団　

員　
　

川
東　

太
郎

日
野
町
消
防
団
長
表
彰

　

団　

員　
　

水
本　

哲
也

　

団　

員　
　

竹
村　

康
男

　

団　

員　
　

岡　
　

秀
哉

　

団　

員　
　

長
澤　

観
我

　

団　

員　
　

竹
内　

良
介

　

団　

員　
　

竹
村　

宗
和

　

団　

員　
　

古
道　

祥
彦

　

団　

員　
　

浦
田　

重
嗣

　

団　

員　
　

麻
原　

暁
生

　

団　

員　
　

髙
橋　

将
貴

　

団　

員　
　

奥
野　

純
久

　

団　

員　
　

奥
井　

基
文

　

団　

員　
　

外
池　
　

豊

　

団　

員　
　

野　

貴
紫

　

団　

員　
　

山
口　

卓
也

　

団　

員　
　

落
合　

竜
司

　

団　

員　
　

三
　
　

保

　

１
月
６
日
、
日
野
公
民
館
で
平
成
31
年
滋
賀
県
消
防
協
会
日
野
支

部
消
防
出
初
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
野
町
消
防
団
員
約
１
５
０
人
と
、
消
防
車
両
等
７
台
が
参
加
。

機
械
器
具
点
検
や
式
典
な
ど
の
後
、
祝
賀
パ
レ
ー
ド
、
祝
賀
放
水
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
長
年
に
わ
た
る
消
防
団
活
動
や
、
訓
練
等
の
功
績
を

称
え
、
表
彰
状
や
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
章
さ
れ
た
の
は
次

の
皆
さ
ん
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
敬
称
略
）
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獣
害
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
は 「
集
落
内
の
餌
場
を
無
く
す
」

え
さ

ば

◆問い合わせ先　農林課内 日野町有害鳥獣被害対策協議会　☎0748-52-6512

（参考）ニホンザルの繁殖

　農作物を食べる
ようになると栄養
状態が良くなり、
若いメスでも出産
し、寿命も長くな
ります。

高い個体数
増加率

初産年齢：7～ 8歳程度
出産間隔：2～ 3年
赤ん坊の死亡率：30-50%程度

野生のサル

初産年齢：4～ 5歳程度
出産間隔：毎年出産
赤ん坊の死亡率：20%以下

農作物を食害しているサル

餌
付
け
を
防
ぎ
動
物
を

集
落
に
近
づ
け
な
い

　

集
落
に
野
生
獣
が
や
っ
て
く
る
理

由
は
、
美
味
し
く
て
栄
養
豊
富
な
餌

が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

野
生
獣
の
餌
に
は
、
①
食
べ
ら
れ

る
と
人
間
が
「
困
る
餌
」
と
②
食
べ

ら
れ
て
も
「
困
ら
な
い
餌
」
の
２
種

類
あ
り
ま
す
。

　

①
に
対
し
て
は
被
害
を
受
け
な
い

よ
う
必
死
に
対
策
を
行
い
ま
す
が
、

②
に
つ
い
て
は
餌
に
な
っ
て
い
る
こ

と
す
ら
認
識
せ
ず
、
関
心
も
示
さ
れ

ま
せ
ん
。

　

野
生
獣
に
と
っ
て
餌
の
種
類
は
関

係
あ
り
ま
せ
ん
。
虫
に
食
わ
れ
た
キ
ャ

ベ
ツ
や
白
菜
の
外
葉
も
、
人
間
に
は

ゴ
ミ
で
す
が
、
野
生
獣
に
は
栄
養
豊

富
な
野
菜
で
す
。

　

農
作
物
を
食
害
し
て
い
る
サ
ル
は
、

山
野
で
の
餌
を
中
心
と
す
る
サ
ル
に

比
べ
る
と
個
体
数
の
増
加
率
が
高
い

の
で
、
農
作
物
を
食
べ
さ
せ
な
い
こ

と
が
重
要
で
す
。

対　

策

【
果
樹
】

　

枝
が
上
に
伸
び
て
収
穫
で
き
な
い
果
樹
が
、

サ
ル
の
餌
に
な
ら
な
い
よ
う
低
く
剪せ

ん

定て
い

し
ま

し
ょ
う
。
手
の
届
く
範
囲
で
収
穫
で
き
る
よ

う
に
仕
立
て
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に
、

柿
は
サ
ル
の
好
物
な
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

収
穫
し
な
い（
で
き
な
い
）場
合
は
、思
い
切
っ

て
伐
採
し
ま
し
ょ
う
。

【
野
菜
】

　

ト
タ
ン
板
や
ネ
ッ
ト
柵
、
電
気
柵
な
ど
で

し
っ
か
り
菜
園
を
囲
み
、
侵
入
を
防
止
し
ま

す
。
つ
る
性
の
野
菜
は
、
柵
の
外
に
伸
び
な

い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

収
穫
残ざ

ん

渣さ

は
、
畑
に
鋤す

き
込こ

む
か
、
埋
設

し
て
く
だ
さ
い
。
で
き
な
け
れ
ば
家
庭
の
可

燃
ご
み
と
し
て
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

【
水す

い

稲と
う

】

　

水
稲
は
収
穫
後
、
速
や
か
に
鋤
き
込
み
を

行
い
、
落お

ち

穂ぼ

を
拾
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
専
門
家
に
よ
る
と
、
水
稲
収
穫
後
の
落

穂
を
丁
寧
に
拾
う
と
、
１
反た

ん

当
り
50
～
60
㎏

も
拾
え
る
と
の
調
査
結
果
も
あ
り
ま
す
。

　

野
生
獣
対
策
で
は
、「
ち
ょ
っ
と
く
ら
い
な

ら
食
べ
ら
れ
て
も
大
丈
夫
」
と
い
う
考
え
は

被
害
を
助
長
し
ま
す
。
集
落
が
野
生
獣
の
餌

場
に
な
ら
な
い
よ
う
誘
因
物
を
無
く
す
工
夫

を
し
ま
し
ょ
う
。

　

野
生
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
が
増
え
た
原
因
は
、
狩
猟
者
の
減
少
、
地
球
温
暖

化
（
降
雪
の
減
少
）、耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
様
々
で
す
が
、一
番
の
原
因
は
「
無

意
識
の
餌え

付づ

け
」
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
作
物
被
害
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
努
力
と
、
集
落
ぐ
る
み
の

対
策
が
必
要
で
す
。
今
回
は
皆
さ
ん
で
で
き
る
獣
害
対
策
を
紹
介
し
ま
す
。

食
べ
ら
れ
て
も
困
ら
な
い
餌
と
は
…

水
稲
収
穫
後
の
落
穂
、
ひ
こ
ば

え
（
２
番
穂
）、
収
穫
後
の
芋
の

つ
る
、
放
置
さ
れ
た
野
菜
く
ず
、

柿
、
栗
な
ど

水稲の落穂に群がるニホンザル

柵の設置事例

　

日
野
町
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会
で
は
、

集
落
内
の
誘
引
物
等
を
確
認
す
る
作
業
と
し

て
集
落
環
境
点
検
や
、
出
前
講
座
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

広報ひの　2019.2.111


